
 

 

令和２年度 事業報告書 

                                           

 本県における女性と社会に関わる諸問題の解決と男女共同参画社会の実現に寄与するため、県民の総

合的な活動交流拠点施設である「福岡県男女共同参画センター」（愛称：あすばる）の機能を発揮し、次

の事業を実施した。 

 

１ 情報・調査事業 

（１）図書等の収集 

・ 男女共同参画社会づくりのための県民の学習活動や、男女共同参画行政関係機関等の情報収集

活動を支援するために、図書、雑誌、DVD等関係資料を収集した。 

・ 利用者の関心と理解を深めるため、男女共同参画に関するテーマを設けた企画展示により関連 

情報や収集図書の紹介を行った。 

  ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、クローバープラザが臨時休館したことに伴い、令和 2 年 2 月

29日から 5月 18日までライブラリーを休館。 

 

【年間利用数】 入館者    13,312人 〔前年度 53,699 人〕 

貸出利用者数  3,001人 〔前年度  4,033人〕 

貸出数     8,303冊 〔前年度 10,800冊〕 

【蔵書数】      一般図書（37,964冊） 雑誌等（130誌） 新聞（4紙） 

ＤＶＤ等（916本）   行政資料（4,206点） 

【企画展示】    実施回数        6 回 〔前年度 7回〕 

5月～  9月 「情報の海の中から正しい情報をキャッチするために」 

 7月～ 12月 「こどものためのエスディージーズ SDGs」 

10月～  2月 「挑戦～日常の中にある挑戦、世界を変える挑戦～」 

12月～  3月 「おうち時間～毎日の暮らしの中で～」 

2月～  3月 「渋沢栄一」 

 3月  「お金視点で考えるライフプラン」 

 
（２）情報誌紙の作成・発行 

・あすばる～ん        年 4回（累計 32,000部） 

・ニューズレター       年 4回（累計 28,000部） 

・ニューズレター特別号 年 2回（累計 14,000部） 

・県内の地銀（福岡、西日本シティ、筑邦、北九州）、全信用金庫の全店舗であすばる～んを 

配架した。 

【あすばる～んの特集テーマ】 

発行月 特集テーマ 

「夏」号(7月 1日発行) 誰かが DVに悩んでいたら 

「秋」号(10月 1日発行) 防災に男女共同参画の視点を 

「冬」号(1月 8日発行) あすばる男女共同参画フォーラム 2020 

「春」号(3月 31日発行) 創刊 100号を迎えて 

 

 

 



 

 

（３）ホームページ等による情報提供 

男女共同参画社会づくりに向けた各種セミナー・事業の告知や実施結果、新刊図書や各種報告書・

情報誌等をホームページで提供するとともに、メールマガジンや SNSでの情報発信を行った。また、

市町村、地域団体、企業及び教育機関等に対し紹介可能な講演講師やパネリストに関する情報をホ

ームページで提供した。 

 

・年間訪問者数  147,327人 〔前年度 150,013人〕 

   

（４）女性の活躍や男女共同参画推進の先駆者（ロールモデル）や団体の発掘、紹介 

県内の各分野で先駆的に活躍し、後に続く女性の目標となりうる人材や取組が参考となる人材等

について、情報誌紙及びホームページ等を通して紹介を行った。 

 

２ 相談支援事業 

（１）総合相談（電話相談・面接相談） 

心と体、家庭、暮らし、就業等広範多岐にわたる相談に、電話及び面接により対応し、相談者自

身が問題解決に向けて自己選択、自己決定していくよう支援した。電話相談については、性別を問

わず、幅広く男女共同参画の考え方をベースとした支援を行った。また、他の行政機関等関係機関

とも連携を図りながら相談ニーズに応えた。 

 

相談時間（電話相談）  毎日 9:00～17:00（8/13～15、年末年始を除く） 

毎週金曜日【祝日を除く】は 18:00～20:30も対応  

・総合相談件数      4,862件〔前年度 4,574件〕 

うち 電話相談     4,852件〔前年度 4,551件〕 

面接相談       10件〔前年度   23件〕 

 

（２）メール相談 

   多くの人がより相談しやすいように、パソコン、スマートフォンからのメール相談を受け付け、

必要な支援機関の情報提供や、相談者の状況によっては電話相談や専門相談への誘導を行った。 

相談受付 24時間 365日（回答は後日） 

・メール相談件数       173件〔前年度 82件（10月開始）〕 

 

（３）専門相談 

専門的な助言が必要な相談については各分野の専門家からアドバイスを行い、相談者を支援した。 

 

・専門相談件数             273件 〔前年度 162件〕 

①仕事と生き方のステップアップ相談  32件 〔前年度  9件(10月開始)〕 

②女性のためのこころと生き方相談   64件 〔前年度 46件(10月統合)〕 

③女性のための法律相談        66件 〔前年度 63件〕 

④子育て女性就職相談          3件 〔前年度  5件〕 

⑤男性のための電話相談        108件 〔前年度 39件(10月開始)〕 

 

 



 

 

（４）相談ネットワークの強化 

県女性相談所相談課と連携して、県内の各地域で女性関係の相談業務に関わる行政機関をはじめ、

センター等の相談員を対象とした研修会を開催するなど、相談ネットワークの強化を図った。 

 

３ 人材育成事業 

（１）行政職員のための男女共同参画セミナー 

県内市町村等の職員を対象に、男女共同参画社会づくりに先導的に取り組む人材の養成を図るた

めのセミナーを実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、中止とした。県内

市町村から要請があった場合には、市町村職員向けの研修に講師派遣等を行った。 

 

【実施状況】 

講  座  名 実施予定時期 回数 参加延人数 

行政職員のための男女共同参画セ

ミナー   （クローバープラザ） 
令和 2年 5月～7月  ４ 中止〔前年度 269人〕 

同上  （北九州市） 令和 2年 5月 13日 1 中止〔前年度 57人〕 

 

（２）指導的地位で実践的に活躍する女性の人材育成 

   企業において幹部候補となる女性人材を育成するため、企業幹部として求められる知識や実戦力

を身につけることができるよう、専門的な講義及び実践的なワークで構成する「あすばるキャリア

アップ・カレッジ」をオンラインで開催した。 

【実施状況】 

講 座 名 実施時期 回数 参加企業数 参加人数 

あすばるキャリアアッ

ップ・カレッジ 
令和 2年 8月～12月 6 

8 社 

〔前年度 14社〕 

10 人 

［前年度 18人〕 

  成果報告 令和 2年 12月 17日 １ 
8 社 

〔前年度 - 〕 

11 人 

〔前年度 48人〕 

 

なお、企業における女性活躍の必要性を周知し、「あすばるキャリアアップ・カレッジ」を PR

するため、女性が活躍できる組織マネジメントをテーマとした管理職セミナーを開催する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、中止とした。 

 

【実施状況】 

講 座 名 実施予定年月日 回数 参加人数 

管理職のためのマネジメント

セミナー 
令和 2年 6月 17日 1 中止〔前年度 171人〕 

 



 

 

また、「あすばるキャリアアップ・カレッジ」の修了生（1～3 期）を対象に、フォローアップ

講座をオンラインで開催し、リーダーの資質向上を図るとともに、修了生間のネットワーク形成

を促進した。 

【実施状況】 

講 座 名 実施年月日 回数 参加人数 

レゴブロックワークショップ 令和 3年 3月 4日 1 15人〔前年度 中止〕 

 

（３）女性の活躍推進に向けた企業内研修の支援 

県内の企業、団体等を対象に、女性の登用推進や働きやすい環境整備を進めるために実施する社

内研修会等に講師を派遣した。 

 

【実施状況】 

事 業 名 実施回数 参加延人数 

女性活躍推進に向けた企業内研修

支援事業 
  4回〔前年度 19回〕   171人〔前年度 538人〕 

 

（４）大学における男女共同参画の取組支援 

大学における男女共同参画推進の取組を支援するため、インターンシップ学生や学生ボランティ

アの受け入れを行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、受け入れを見送った。 

 

（５）地域人材の活用促進 

      市町村の施策や意思決定の場に、これまで育成してきた女性人材の参画が進むよう、行政職員を

対象に、地域団体等との協働や、男女共同参画の視点での事業企画の手法を学ぶ実践研修等を行う

予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、中止とした。 

 

【実施状況】 

講 座 名 実施予定時期 回数 参加人数 

地域協働の推進実践研修 令和 2年 8月 1 中止〔前年度 32人〕 

 

 

地域で活動する団体等の概要や活動内容を検索できるサイト「地域のすばる」において、先進的

な活動事例を紹介した。 

 

・令和 3年 3月末現在掲載  30団体〔前年度末 24団体〕 

 

 

 

 



 

 

（６）あすばるセミナー 

   男女雇用機会均等法成立から 35年目の記念事業として、男女共同参画の歩みを振り返り、活動を

次世代へとつなぐことの重要性を啓発する講演会を実施する予定であったが、新型コロナウイルス

感染拡大のため、中止とした。 

 

【実施状況】 

講 座 名 実施予定年月日 回数 参加人数 

赤松良子氏講演会 令和 2年 5月 9日 1 中止 

 

（７）広報事業担当者のための課題解決・実践研修 

   男女共同参画センター等の広報事業担当者が事業課題を洗い出し、対応の具体策を実践的に検討

する研修を(特非)全国女性会館協議会及び、(公財)新潟県女性財団（新潟県女性センター）との共

催により、オンラインで開催した。 

 

【実施状況】 

講 座 名 実施年月日 回数 参加人数 

広報事業担当者のための課題解

決・実践オンライン研修 
令和 2年 12月 3日 1 21人 

 

（８）あすばる大交流会 

   県内各地域で活動する団体が相互に情報交換を行い活動の幅をさらに広げる機会を提供するた

め、交流会をオンラインで開催した。 

      

【実施状況】 

事 業 名 実施年月日 回数 参加人数 

あすばる大交流会 令和 3年 2月 28日 1 71人 

 

 

４ 社会参画環境整備事業 

（１）あすばる男女共同参画フォーラム 2020 

男女共同参画社会の実現に向けて、更なる県民活動の促進・交流及び意識啓発を図るため、関係

機関と連携し、「あすばる男女共同参画フォーラム 2020」を開催した。令和 2年度は新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため、オンライン開催とした。11 月 27 日に前日祭としてプレイベントを配

信するとともに、12月 5日までの１週間をフォーラム・ウィークとして、基調講演や県民企画事業

等の配信を行った。 

 



 

 

【実施状況】 

①開催日  令和 2年 11月 28日（土） 

※前日祭 27日（金）、フォーラム・ウィーク 28日（土）～12月 5日（土） 

②実施方法 オンライン開催（あすばる HPに特設ページを開設） 

          ※クローバープラザ他、計 19か所に視聴会場を設置 

③参加人数 延べ 4,548人 〔前年度 5,286人〕 

       ※うち、視聴会場来場者（19か所） 167人 

 ④テーマ    「生きる、つなげる、支え合う～持続可能な世界へ～」 

 

⑤内 容  ・第 19回福岡県男女共同参画表彰の動画配信 

・基調講演：「国際的な視点で女性と健康を考える」 

     講師 黒﨑 伸子さん 

（外科医、国境なき医師団日本 元会長、日本 BPW連合会 広報委員長） 

・県民企画事業：14団体が講演会・ワークショップ等を実施 

・オンライン産直市、まごころ製品ネット販売 

・前日祭：トーク＆ピアノ演奏 

・NHK福岡がアンコンシャス・バイアスに関する番組を制作（特別協力） 

⑥主 催   福岡県、福岡県男女共同参画センター「あすばる」 

福岡県男女共同参画推進連絡会議（ふくおか みらいねっと） 

 

（２）女性による元気な地域づくり応援事業 

地域の男女共同参画団体と市町村との協働により、それぞれの地域が抱える課題を解決するため、

県内市町村において、地域活動の実践力を高める連続講座「女性による元気な地域づくり応援講座」

を企画・実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大のため、中止とした。 

  

【実施状況】 

事 業 名 実施団体数 

女性による元気な地域づくり応援講座      中止〔前年度 7団体〕 

 

（３）福岡県内男女共同参画センター連携会議の運営・調整 

県内男女共同参画センター間の情報交換会や研修会の実施など、「あすばる」を中心とするネット 

ワークを構築し、また、11月に共同事業「ＤＶ防止キャンペーン」を行った。 

 

（４）福岡県男女共同参画推進連絡会議（ふくおか みらいねっと）の支援 

平成 14年度に設立された「福岡県男女共同参画推進連絡会議（ふくおか みらいねっと）」の活動

を支援した。 

  【実施状況】 

・みらいねっとフォーラム 2021 

①開催日   令和 3年 3月 7日（日） 

②実施方法  オンライン開催（クローバープラザ内に視聴会場を設置） 

③内 容   基調講演：「地域における男女共同参画をさらに進めるために」 

            講師 皆川 満寿美さん（中央学院大学准教授） 

④参加人数   115名〔前年度 中止〕 



 

 

 

（５）男女共同参画の視点からの人権問題に関する県民講座の共催 

（公財）福岡県人権啓発情報センターが行う県民を対象とした人権問題に関する基礎講座において、

男女共同参画の視点から人権問題を啓発する講座を共催した。 

 



 

 

事業報告附属明細書 

 

 
 

令和２年度事業報告においては、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当するものは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


